
三輪 博美
厚生委員

ὸ���ʵ����ʵ����
鈴木 だいち

総務委員

ὸ���ʵ����ʵ����
ほそや　正
環境建設委員長

ὸ���ʵ����日本共産党小平市議員団

小平市議団小平市議団
日本共産党日本共産党

ニュース
☎341－1211 খฏࢢ໾ॴ಺࢈ڞౘݺࣨ߇ͼग़͠

№171 2024年
4・5月号

み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ

憲
法
９
条
を
守
り
ま
し
ょ
う

み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ

憲
法
９
条
を
守
り
ま
し
ょ
う

【避難所生活の改善を要望】

実現

３月議会
２０２４年度
予算可決

福 祉福 祉

●木造住宅耐震診断・耐震改修
　等の補助を充実

ʢର৅ɿඇ՝੫ੈଳɺ̒ Ҏ্ͳͲʣࡀ̑

　ඇ՝੫ੈଳ΍ݶʹऀྸߴΒͣɺิ ௌثΛඞཁͱ͢Δ͢΂ͯͷํ͕
ར༻Ͱ͖Δ੍౓΁ͷ֦ॆΛٻΊ·͢

ɺੈࠓ　 քͰ͸΢ΫϥΠφ৵ུɺΨβ΁ͷແࠩผܸ߈ʹΑΓଟ͘
ͷࢢຽ͕٘ਜ਼ʹͳ͍ͬͯ·͢ɻฏ࿨ۀࣄͷऔΓ૊Έ͸·͢·͢
ॏཁͰ͢ɻౘஂٞࢢ͸ຖ೥ɺ޿ౡฏ࿨ֶशͷఆһ֦ॆͳͲฏ࿨
ଓɾ֦ܧͷۀࣄ ॆΛཁ๬͍ͯ͠·͢

継続

●産後ケア
๚໰ܕʹՃ͑ɺ॓ ധܕɾσΠαʔϏε
΋৽ͨʹ֦ॆ͞Ε·ͨ͠

教育・子ども子育て教育・子ども子育て

　̍̔ ͳఫഇΛٸͷૣݶͰҩྍඅແྉԽɾॴಘ੍·ࡀ
͢·Ί͍ͯٻ

଱਒਍அ্ֹݶ��ສԁɾ଱਒վ
म্ֹݶ���ສԁ

●１５歳までの医療費無料

平和の灯を絶やさない平和の灯を絶やさない
●毎年１０人の子どもを広島平和記念式典に派遣

能登半島地震の教訓を
生かした防災対策を！
能登半島地震の教訓を
生かした防災対策を！

খ઒੢άϥ΢ϯυԣ๷ࡂ૔ݿΛֶݟɺ๷ࡂඋ஝΍
ͨ͠·౳ͷઆ໌Λड͚ࡐػࢿ

　　　　　※スフィア基準とは、トイレの設置基準や
男女別の必要数、避難所一人当たりの最小面積等、災
害、被災等により生活するための国際的な最低基準。

ʢॴಘ੍ݶͷఫഇʣ

ج౳˞εϑΟΞࣇɺೕ༮්࢈ɺ೛ऀ֐ɺোऀྸߴ
४ʹ͖҆ͮج৺ͯ͠ආ೉Ͱ͖Δ෱ࢱආ೉ॴͷ
֦ॆΛٻΊ͍ͯ·͢ɻ

用語解説
実現

実現

　֤஍Ͱ஍਒͕ى Γ͜ɺখฏͰ΋େ஍਒ʹඋ͑
ରࡦͷڧԽ͕ॏཁʹͳ͍ͬͯ·͢ɻೳొ൒ౡ
஍਒ͷ͔܇ڭΒॅ୐ͷ଱਒ڧԽɺ਎ۙͳͱ͜
Ζʹ҆શͰ҆৺ͯ͠ ආ೉Ͱ͖Δආ೉ॴͷ੔උɾ
֦ॆͳͲΛౘஂٞࢢͱͯ͠ ɻͨ͠·͠ٻཁ͘ڧ

小中学校
給食
小中学校
給食

すべての子どもたちのすべての子どもたちの

完全無償化の実施を！完全無償化の実施を！
　খத学څߍ৯අͷແঈԽ͕��۠Ͱ͸͢΂ͯͷ࣏ࣗ
ମͰɺଟຎ஍ҬͰ΋西東ࢢژɾࡾୋࢢɾௐ෍ࢢɾ෎த
ɾཱࢢ ઒ࢢɾଟຎࢢͳͲՃ଎౓తʹ͍͕ͯͬ޿·͢ɻ

２件のＰＦＡＳ請願が審査されました２件のＰＦＡＳ請願が審査されました
１１００筆以上の署名が集まる！

３
月
議
会

　খ平ࢢͰ΋ެ ɾཱཱࢲͳͲ͢΂ͯͷࢠͲ΋ͨͪͷখ
த学ߍͷڅ৯අແঈԽͷૣٸͳ࣮ࢪΛౘஂٞࢢͱ͠
ଓ͚͍ͯ·͢ɻ͠ٻཁ͘ڧͯ

●高齢者補聴器購入費助成上限額４万円
実現

　݄̏ٞձͰ͸̎݅ͷ̛̥ ̨̖ਫԚછ໰
୊ʹؔ͢Δ੥ݐڥ؀͕ئઃҕһձʢ̏
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党の提言

党の提言
党の提言

大地震から市民の命と
安全を守る対策の強化を!
大地震から市民の命と大地震から市民の命と
安全を守る対策の強化を安全を守る対策の強化を安全を守る対策の強化を安全を守る対策の強化を!!
大地震から市民の命と
安全を守る対策の強化を!



２０２４年４・５月 日本共産党小平市議団ニュース （２）

３月議会３月議会 市市市 議議議 団団 ののの 一一 般般般 質質質 問問

い
者
協
会
か
ら
要
望
が
出
さ
れ

て
い
ま
す
。
現
在
月
３０
時
間
の

た
め
時
間
拡
充
や
課
題
点
を
問

い
ま
し
た
。

②
交
通
安
全
対
策
で
は
、
鉄

道
駅
の
ホ
ー
ム
ド
ア
整
備
は
切

実
な
要
求
で
す
。

西
武
鉄
道
は
花

小
金
井
と
小
平

の
両
駅
で
整
備
を
検
討
。
ま
た
、

小
川
駅
等
で
の
整
備
を
望
む
声

も
あ
り
、
市
は
情
報
収
集
に
努

め
る
べ
き
と
求
め
ま
し
た
。

③
能
登
半
島
地
震
や
大
規
模

災
害
が
頻
発
し
て
い
る
状
況
を

踏
ま
え
、
日
常
生
活
用
具
の
品

目
に
防
災
ラ
ジ
オ
を
追
加
し
て

欲
し
い
こ
と
も
求
め
ま
し
た
。

た
め
に
広
く
国
民
を
監
視
し
、

私
権
を
制
限
す
る
も
の
で
す
。

対
象
と
な
る
の
は
、
特
別
な
人

で
は
な
く
、
誰
も
が
監
視
や
規

制
の
対
象
と
な
る

法
律
で
す
。

国
は
昨
年
１２
月
、
喜
平
町
に

あ
る「
陸
上
自
衛
隊
小
平
学
校
」

を
「
注
視
区
域
」
の
候
補
地
と

し
て
示
し
ま
し
た
。
陸
上
自
衛

隊
小
平
学
校
周
辺
１
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
が
「
注
視
区
域
」
の
対
象

と
な
っ
て
お
り
、
５
月
頃
に
は

正
式
に
「
指
定
」
の
決
定
が
さ

れ
る
見
込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

注
視
区
域
に
お
い
て
「
機
能

阻
害
行
為
」
が
確
認
さ
れ
た
場

合
、
政
府
は
住
民
に
勧
告
、
懲

所　属

ほ
そ
や
正
議
員

環
境
建
設
委
員
会
委
員

長
、都
市
基
盤
整
備
調

査
特
別
委
員
会
副
委
員

長
、幹
事
長
、団
長

視
覚
障
害
者
の
方
へ
の

日
常
生
活
支
援
を
！

所　属所　属

鈴
木
だ
い
ち
議
員

総
務
委
員
会
、

議
会
運
営
委
員
会

住
民
の
暮
ら
し
が
制
限・

監
視
さ
れ
る
土
地
利
用

規
制
法
は
廃
止
を
！

所　属

三
輪
博
美
議
員

厚
生
委
員
会
、広
聴
広

報
特
別
委
員
会
、公
共

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
調

査
特
別
委
員
会

第
十一小
等
複
合
化
を
問
う

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
撤
廃
を
！

消
費
税
減
税
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制

花
小
金
井
北
公
民
館
と
花
小

金
井
北
地
域
セ
ン
タ
ー
が
第
十

一
小
学
校
と
複
合
化
さ
れ
二
つ

の
施
設
面
積
が
半
減
。
さ
ら
に

地
域
施
設
へ
の
距
離
が
遠
く
な

る
こ
と
か
ら
防
災
拠
点
の
減
少

に
繋
が
る
の
で
は
な
い
か
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
に
逆
行

す
る
の
で
は
な
い
か
と
質
問
し

ま
し
た
。歩
い
て
行
け
る
距
離

に
防
災
拠
点
が
必
要
で
あ
る
と

要
求
し
ま
し
た
。

視
覚
障
害
者
、
障
害
者
団
体

の
方
々
か
ら
「
読
み
書
き
の
支

援
に
充
分
な
時
間
を
取
っ
て
ほ

し
い
」「
交
通
安
全
に
つ
い
て
改

善
を
図
っ
て
ほ
し
い
」
等
の
要

望
を
頂
き
ま
し
た
。
市
に
対
し
、

①
同
行
援
護
事
業
に
つ
い
て
、

支
給
時
間
数
を
月
５０
時
間
に
し

て
ほ
し
い
と
小
平
市
視
覚
障
が

小
規
模
事
業
者
、
フ
リ
ー
ラ

ン
ス
、
建
設
業
を
請
け
負
う
一

人
親
方
等
、
様
々
な
分
野
の
労

働
者
、
事
業
主
が
イ
ン
ボ
イ
ス

の
登
録
を
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
内
業
者
へ
の
影
響
を
把
握
し

地
域
経
済
を
守
っ

て
ほ
し
い
と
要
求

し
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
は

２
０
２
１
年
に
自
公
政
権
が

強
行
採
決
し
た
「
土
地
利
用
規

制
法
」
。
こ
の
法
律
は
、「
安
全

保
障
の
た
め
」
と
い
う
名
目
で

基
地
や
原
発
な
ど
に
関
わ
る
施

設
周
辺
に
お
い
て
戦
争
準
備
の

度
撤
廃
こ
そ
、
物
価
高
騰
か
ら

暮
ら
し
を
守
り
、
経
済
を
立
て

直
す
最
善
の
方
策
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

役
を
科
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。

あ
わ
せ
て
土
地
価
格
へ
の
影
響

な
ど
住
民
か
ら
は
心
配
す
る
声

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

戦
争
準
備
の
た
め
に
国
民
監

視
を
推
し
進
め
よ
う
と
す
る

「
土
地
利
用
規
制
法
」に
つ
い
て
、

自
治
体
と
し
て
「
注
視
区
域
」

の
施
行
・
運
用
を
廃
止
す
る
よ

う
政
府
へ
要
請
す
る
こ
と
、
住

民
へ
の
丁
寧
な
説
明
を
自
治
体

の
責
任
で
実
施
す
る
よ
う
要
望

し
ま
し
た
。

　喜平町を中心に学園東町や学園西町、上水本町、上水南
町、津田町、回田町などの全部、または一部の地域が対象
範囲となっていることが明らかになりました。

喜 平 町　１～３丁目
学園東町　１～３丁目
学園西町　１～３丁目
上水本町　１～６丁目

上水南町　１～４丁目
津 田 町　　　３丁目
回 田 町

※これらの地域の全部または一部が注視区域の候補地に

学園東町

小平福祉会館

小平市ふれあい
下水道館

一橋学園駅一橋学園駅
一橋大学津田塾大学

陸上自衛隊
小平学校

国分寺市立
けやき公園

学園西町

喜平町
上水本町

上水南町

回田町

「陸上自衛隊小平学校」の周囲１㎞が「注視区域」の対象に！

津田町

「陸上自衛隊小平学校」周囲１キロメートルに
該当する対象区域の町名

「陸上自衛隊小平学校」周囲１キロメートルに
該当する対象区域の町名

（２月２９日、一般質問における市答弁より引用）
国から市へ示された「区域指定」候補の地域の丁目国から市へ示された「区域指定」候補の地域の丁目

「
陸
上
自
衛
隊
小
平
学
校
」周
囲
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が

「
注
視
区
域
」の
候
補
地
に
！

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
影
響
の
把
握
を

公
民
館・地
域
セ
ン
タ
ー
を
な
く
し
て
い
い
の
か
!?




